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輸出成功のためのカギ
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ー ステップ１ マーケテｲング

ー ステップ２ 商流構築手法の選択

ー ステップ３ 貿易実務

P.3１ 農林水産物・食品の輸出をめぐる状況

P.8２ 輸出拡大チームが訪問した輸出意欲事
業者アンケート概要

3

具体的輸出の取組4

ー 輸出拡大チームを活用頂いた事例から ー

P.605 各種相談窓口一覧

輸出拡大チームが発足して１年。

輸出意欲ある800を超える事業者と面会し、約20の成約案件を創出する中で、農林水産物・食
品の輸出に取り組む上で必要な心構えやノウハウがチーム員にも少しづつ見えてきました。

そして、わが国の農林水産業を取り巻く現状を踏まえ輸出の取組にチャレンジしたいという事業者が
ますます増えてきています。
このため、輸出意欲事業者や事業者をサポートする立場の方が最初に取り組む際のハードルを引き
下げ、概括的基本知識を素早く習得できる環境を整えることが喫緊の課題となっています。

そこで、今回、輸出拡大チームがこれまで蓄積してきた情報や現実的なノウハウをとりまとめ、輸出に
取組もうとする者がまず知っておいた方が良い心構えや最低限の知識等を気軽に確認したり、相談の
仕方が分かったりするようなガイドブックとして編成いたしました。

是非、手にとって頂き、輸出意欲を高めたり、自分の輸出取組の進捗度や課題を再確認したりしな
がら、輸出拡大の取組に参画頂ければ幸いです。

なお、輸出は相手のある取り組みであり、常に最新の情報に基づいて対応する必要があります。また、
ガイドブックに加えて輸出拡大チームが全体説明をすることで、理解が深まる部分もあろうかと思います。
こうしたことから、必要でしたら、拡大チーム事務局が研修や御説明に参りますので巻末の問合せ先ま
でご一報ください。

輸出拡大チーム事務局
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輸出拡大・進捗度チェックシート

輸出 意欲 事業者

輸出をめぐる状況 過去の成功・失敗事例

マーケティングSTEP１

1 輸出先国の事情把握

2 自社の状況把握

（１）通関条件等の輸入規制について

① 放射性物質規制
② 動植物検疫
③ 規格・認証等
④ 残留農薬規制

（２）食文化や生活環境に基づくニーズ

（１）現在の輸出対応力について

（２）潜在的な輸出対応力について

① 過去取組の振り返り
② 外国語対応人材の有無
③ 輸出余力の有無
④ 海外ビジネスに特有のリスクの

見極め

輸出プラン策定
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直接輸出 間接輸出
貿易実務を伴う。
基礎知識が必要。

貿易実務を伴わない。
輸出商社任せでOK！

商流構築手法の決定

貿易実務STEP３

輸出実践者
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見本市 越境EC
海外 国内 海外決済 国内決済
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輸出拡大チーム

国・地域 地域商社
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×
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＜直接輸出＞

＜間接輸出＞


